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変更」など６件、京阪本線の連続立体交差化に伴う「東部大阪都市計画都市高

速鉄道の変更」など５件のあわせて１２件となっております。 

委員の皆様方には、忌憚のないご意見を頂きますよう、よろしくお願い申し

上げまして、簡単ではございますが、開会の挨拶とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

【司会】   それでは、岡田会長に議事進行をお願いしたいと思います。岡

田会長、よろしくお願いします。 

 

 

２ 議第３４３号「北部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【会長】（岡田憲夫君）   本審議会の会長を務めております岡田でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。委員の皆様には、本日大変お忙しい

中、ご出席いただきまして、厚くお礼を申し上げます。それでは、ただ今から、

平成２４年度第２回大阪府都市計画審議会の議事に入ります。 

今回、ご審議をいただきます案件は、あらかじめ皆様方のお手元にお届けい

たしました議案書のとおり、「北部大阪都市計画道路の変更」を含みます１２

議案でございます。最初にご審議いただきますのは、議第３４３号です。その

内容について、幹事に説明をさせます。 

【幹事】（川上隆君）   総合計画課長の川上です。よろしくお願いいたし

ます。議第３４３号「北部大阪都市計画道路の変更」から議第３４８号「南部

大阪都市計画道路の変更」は「都市計画道路の見直し」に伴う変更案件でござ

います。スクリーンをご覧ください。 

都市計画道路の見直しにつきましては、平成２３年３月に策定いたしました

「都市計画道路見直しの基本方針」に基づき、路線ごとに評価を行っています

ので、その方針について、簡単にご説明いたします。 

見直しの背景としては、本格的な人口減少社会の到来による将来の交通需要

の減少、及び公共投資の制約による都市基盤施設のより一層効率的な整備、維

持に関するマネジメントの必要性が高まっていることにあります。 

また、戦後復興期や高度経済成長期に数多く都市計画決定されたことから、
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今日とは時代背景が大きく異なり、既にその意義を失っているものも多くあり

ます。また、これらの都市計画道路には、幅員等において現在の道路規格に適

合しないものもあります。 

このため、時代に適合し今後も必要な都市計画道路とそうでないものを仕分

けし、整備の必要性を判断することにより、行政責任を明確化するとともに、

権利制限を解除していくものであります。 

具体的な見直しの流れとして、基本方針に基づくフローにより各路線の評価

を行うこととしております。その中で、既に事業に着手している路線は「存続」

させるものとし、未着手のものについては必要性の評価を行います。 

交通処理機能の必要性が高いものは実現性の評価へ移行し、必要性が低いも

のは市街化区域内に存するか否かで評価を分けることとしております。 

今後は、原則市街化区域の拡大を抑制する方針であるため、市街化調整区域

内のものは廃止候補としておりますが、市街化区域内のものは交通安全や防災、

市街地形成、環境形成の４つの機能について評価を行った上で、必要性が低い

ものは廃止候補とし、必要性が高いものは、事業の実現性を評価します。 

おおむね３０年以内に事業着手できるものは、事業の実現性が高いと評価し

存続候補としますが、実現性が低いものは交通安全機能や防災機能について再

検討し、その必要性が著しく高い場合は存続候補とし、著しく高くない場合は

廃止候補としております。以上が「都市計画道路見直しの基本方針」の概要で

あります。 

なお、見直しのスケジュールにつきましては、昨年度から平成２５年度まで

の３年間の都市計画審議会でご審議いただく予定であり、今回は第３回目でご

ざいます。 

それでは、議第３４３号「北部大阪都市計画道路の変更」について、ご説明

いたします。議案書１ページから３ページ、資料１ページから３ページをご覧

ください。本案件は、池田市域における都市計画道路五月山線ほか１路線の見

直しに関するものでございます。 

都市計画道路五月山線は、池田市城山町の都市計画道路菅原新町線から木部

町の国道１７３号までの延長約１,０７０メートル、幅員８メートルで昭和２７

年に計画された路線であり、府道箕面池田線と重複する区間は、既に整備され
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ておりますが、箕面池田線から国道１７３号までの区間は未整備であります。 

この未整備区間においては、３車線の国道１７３号が並行し、平成２２年の

道路交通センサスにおける交通量は、一日当たり約２万９，０００台で、現状

の交通容量に照らしても問題なく、また、平成１７年の交通量と比較しても、

約１４パーセント減少していることから、交通処理機能としては、将来交通量

の減少傾向を考慮し、現道での交通処置が可能と考えられ、その必要性は低い

ものと評価しております。 

また、本路線の未整備区間の大半は、都市計画緑地五月山緑地と重複してお

り、市街化調整区域に位置していることから、新たな道路の必要性は低く、全

線廃止としております。 

以上をフローに従って評価しますと、交通処理機能は、将来的にも増加せず、

現道で交通処理が可能であり、その必要性は低く、未着手区間の大部分が市街

化調整区域に位置しているため、必要性は低いものと評価し、延長約１,０７０

メートルの全線について、廃止するものでございます。 

また、この五月山線の廃止に伴い、都市計画道路池田山之手線については、

都市計画道路菅原新町線まで起点を変更した結果、延長を約２,３３０メートル

から約２,５７０メートルに変更するものであります。 

この案件について、地元説明会を開催し、変更内容について説明を行いまし

た。また、公聴会での公述の申出及び都市計画法第１７条に基づく案の縦覧に

対し、意見書の提出はございませんでした。説明は以上でございます。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本議案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。無いようですので、そ

れでは表決に入ります。議第３４３号を原案どおり承認することについて、ご

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   それでは、ご異議が無いようですので、原案ど

おり可決いたします。次にご審議いただきますのは、議第３４４号です。その

内容について、幹事に説明をさせます。 
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３ 議第３４４号「北部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【幹事】（川上隆君）   議第３４４号「北部大阪都市計画道路の変更」に

ついて、ご説明いたします。議案書５ページから７ページ、資料５ページから

７ページをご覧ください。 

本案件は、能勢町域における都市計画道路能勢東西線の見直しに関するもの

でございます。都市計画道路能勢東西線は、能勢町今西の府道島能勢線から能

勢町大里の府道宿野下田線までの延長約１,９４０メートル、幅員１４メートル、

２車線で平成７年に計画された路線であります。 

本路線は、府道茨木能勢線と能勢猪名川線に一部重複し、府道茨木能勢線の

平成２２年の道路交通センサスにおける交通量は、一日当たり約４,３００台で、

現状で大きな混雑はなく、現状の交通容量に照らしても問題なく、また、平成

１７年の交通容量と比較しても、約１４パーセント減少していることから、交

通処理機能としては、将来交通量の減少傾向を考慮し、現道での交通処理機能

が可能と考えられ、その必要性は低いものと評価しております。 

本路線が、府道と重複する区間については、都市計画上の２車線が既に確保

され、計画幅員に対して歩道幅員が不足いたしますが、今後、都市計画事業に

より拡幅することもないため事業の実現性が低く、また、新たに整備が必要と

なる区間についても、今後新たな市街地形成の必要性は低いものと考えており

ます。このため、本路線については、全線廃止としております。 

以上をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、将来的にも交通

量は増加せず、現道で交通処理が可能であり、その必要性が低く、全線、市街

化区域に位置しているため、市街地形成機能等の諸機能について評価した結果、

一部、歩道未整備区間があるため交通安全機能の必要性はあるものの、３０年

以内に都市計画事業として着手見込みがないことから事業の実現性は低いと評

価しております。 

このため、交通安全機能について再検討した結果、都市計画の必要性は著し

く高くないと評価し、延長約１,９４０メートルの全線について、廃止するもの

でございます。 

この案件について地元説明会を開催し、変更内容について説明を行いました。
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また、公聴会での公述の申出及び案の縦覧に対して、意見書の提出はございま

せんでした。説明は以上でございます。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本議案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんか。それでは、無いようですので、

表決に入ります。議第３４４号を原案どおり承認することにつきまして、ご異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   ご異議が無いようですので、原案どおり可決い

たします。次にご審議いただきますのは、議第３４５号です。その内容につき

まして、幹事に説明をさせます。 

 

 

４ 議第３４５号「東部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【幹事】（川上隆君）   議第３４５号「東部大阪都市計画道路の変更」に

ついて、ご説明いたします。議案書９ページから１１ページ、資料９ページか

ら１２ページをご覧ください。本案件は、守口市域における都市計画道路八島

大久保線ほか３路線の見直しに関するものでございます。 

都市計画道路八島大久保線は、守口市八島町の国道１号から寝屋川市界まで

の延長約４,４２０メートル、幅員１８メートル、２車線で昭和４７年で計画さ

れた路線で、本路線の府道大阪中央環状線から西側の区間は、既に整備されて

おります。府道大阪中央環状線から東側の東西方向の広域的な断面交通量につ

いては、府道京都守口線、府道守口門真線及び国道１６３号の３路線で、平成

２２年の道路交通センサスによる交通量が一日当たり約９万９ ,９００台とな

り、合計１０車線の交通容量に対して十分満足し、また、平成１７年の断面交

通量と比較しても約２０パーセント減少している状況です。このため、交通処

理機能としては、将来交通量の減少傾向を考慮し、現道３路線での交通処理が

可能と考えられ、その必要性は低いものと評価しております。 

本路線の府道大阪中央環状線から府道八尾茨木線までの区間については、府

道北大日竜田線が重複し、都市計画上の２車線が確保されていますが、計画幅



平成24年度第2回大阪府都市計画審議会会議録 

8 

員に対して歩道幅員が不足するもので、交通安全機能や防災機能の必要性は高

く、事業の実現性も高いものと評価し、存続としております。 

また、府道八尾茨木線から寝屋川市界までの約３１０メートルの区間につい

ては、一部、市道と重複するものの、大半の区間は新たな整備が必要となるも

ので、交通安全機能や防災機能についても必要性が低いものと考えており、廃

止としております。 

以上をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、現道で交通処理

が可能であり、その必要性は低く、全区間が市街化区域に位置しているため、

府道大阪中央環状線から府道八尾茨木線の区間は、交通安全機能等の諸機能に

ついて評価した結果、交通安全機能、防災機能の必要性が高く、今後３０年以

内に事業着手が可能であり実現性が高いため存続とし、府道八尾茨木線から寝

屋川市界の延長約３１０メートルの区間は交通安全機能等の諸機能について評

価した結果、その必要性が低いことから廃止としております。 

これにより、八島大久保線の変更内容については、計画延長を約４,４２０メ

ートルから約４,１１０メートルに変更するものであります。 

次に、都市計画道路金田藤田線は、府道北大日竜田線から門真市界までの延

長約１,１４０メートル、幅員１８メートル、２車線で昭和４７年に計画された

路線であります。本路線は、府道八尾茨木線と一部重複し、平成２２年の道路

交通センサスにおける交通量は、一日当たり約１万７００台で、現状の交通容

量に照らしても問題なく、また、平成１７年の交通量と比較しても約１９パー

セント減少していることから、交通処理機能としては、将来交通量の減少傾向

を考慮し、現道での交通処理が可能と考えられ、その必要性が低いものと評価

しております。 

本路線が、府道と重複する区間については、都市計画上の２車線が確保され、

計画幅員に対して歩道幅員が不足いたしますが、今後、都市計画事業により拡

幅することもないため、事業の実現性が低く、また、新たに整備が必要となる

区間についても、既に住宅地が形成されているため、市街地形成機能の必要性

は低いものと考えております。このため本路線については、全線廃止するもの

でございます。 

次に、土居駅高瀬線は、京阪土居駅から大阪市界までの延長約１,０５０メー
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トル、幅員１２メートル、２車線で昭和３４年に計画された路線であります。

本路線は、北行き一方通行の府道平野守口線と大半の区間が重複し、並行する

南行きの一方通行の市道とあわせて土居駅へのアクセスが可能であり、現状で

大きな混雑もなく、交通処理機能の必要性は低いものと評価しております。ま

た、本路線は歩道が一部未整備の区間がありますが、今後、都市計画事業によ

り拡幅することもないため、事業の実現性も低いものと考えております。この

ため、本路線について、全線廃止としております。 

次に、深野大阪線は、大阪中央環状線から大阪市界までの延長約１,７８０メ

ートル、幅員１２メートル、２車線で昭和２４年に計画された路線であります。

本路線は、府道深野南寺方大阪線と市道に重複し、並行する府道深野南寺方大

阪線と国道１６３号の２路線で、平成２２年の道路交通センサスによる交通量

が一日当たり約４万７,４００台となり、計２路線で、合計６車線の交通容量に

対して十分満足し、また、平成１７年の断面交通量と比較しても約１０パーセ

ント減少していることから、交通処理機能としては、将来交通量の減少傾向を

考慮し、現道での交通処理が可能と考えられ、その必要性は低いものと評価し

ております。 

また、本路線が現道と重複する区間は、都市計画上の２車線が既に確保され、

計画幅員に対して歩道幅員が不足いたしますが、今後、都市計画事業により拡

幅することもないため、事業の実現性が低いものと考えております。このため、

本路線については、全線廃止としております。 

以上の金田藤田線、土居駅高瀬線及び深野大阪線をフローに従って評価しま

すと、交通処理機能は、現道で交通処理が可能であり、その必要性が低く、全

区間が市街化区域に位置しているため、交通安全機能等の諸機能について評価

した結果、歩道空間が確保されていない区間があるため、交通安全機能の必要

性はあるものの、３０年以内に都市計画事業として着手する見込みがないこと

から、事業の実現性は低いと評価しております。このため、交通安全機能につ

いて再検討した結果、都市計画の必要性は著しく高くないと評価し、全線廃止

するものでございます。 

この案件について地元説明会を開催し、変更内容について説明を行いました。

また、公聴会での公述の申出及び案の縦覧に対し、意見書の提出はございませ
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んでした。説明は以上でございます。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本議案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。 

【北川委員】   府道北大日竜田線について八尾茨木線までの区間は継続し

て行われ、その先の３１０メートルは廃止されるということですが、それから

先の区間は、寝屋川市さんがどのように考えておられるかによって大きく変わ

ると思います。その点について、ご説明をお願いします。 

【幹事】（川上隆君）   ただ今のご質問に対して、お答えいたします。寝

屋川市との調整につきましては、廃止の方向で協議をしております。 

【北川委員】   そうすると、同時に廃止される方が正しいのではないので

しょうか。ここだけ廃止しても、その先も府道はつながっているわけでしょう。

先に守口市にかかる区間だけ廃止するということですが、寝屋川市にかかる区

間も含めて、府道としての廃止はどうなるのでしょうか。十分なご説明をお願

いします。 

【会長】（岡田憲夫君）   幹事、お願いします。 

【幹事】（川上隆君）   寝屋川市とは、基本的に廃止の方向で、協議が整

っている状況です。今回、同時に廃止することができれば一番良かったのです

が、都市計画の手続として、寝屋川市域のその他の路線との関係で、どうして

も若干のズレが出てまいります。当然、両市間等での協議が整っていない場合

は、この審議会に諮ることは避けております。 

今回は、守口市域が先行するということではございますが、基本的に、両市

間で大阪府を含めて協議が整っているという理解のもとで諮らせていただいて

いるところでございます。 

【会長】（岡田憲夫君）   北川委員、よろしいでしょうか。 

【北川委員】   整っているという前提ということですね。 

【会長】（岡田憲夫君）   北川委員としては、異議はないと理解してよろ

しいでしょうか。 

【北川委員】   はい。 

【会長】（岡田憲夫君）   その他、何かご質問、ご意見等ございませんで

しょうか。それでは、特にその他にご意見、ご質問が無いようですので、表決
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に入ります。 議第３４５号を原案どおり承認することについて、ご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   ご異議が無いようですので、原案どおり可決い

たします。それでは、次にご審議いただきますのは、議第３４６号です。その

内容につきまして、幹事に説明をさせます。 

 

 

５ 議第３４６号「南部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【幹事】（川上隆君）   議第３４６号「南部大阪都市計画道路の変更」に

ついて、ご説明いたします。議案書１３ページから１５ページ、資料１３ペー

ジから１５ページをご覧ください。 

本案件は、河内長野市域における都市計画道路狭山三日市線ほか１路線の見

直しに関するものでございます。 

都市計画道路狭山三日市線は、大阪狭山市界から都市計画道路三日市駅前線

までの延長約４,９９０メートル、幅員２０メートルから２５メートル、大阪外

環状線以北は２車線、以南は４車線で、昭和３１年に計画された路線でありま

す。 

本路線は、国道３１０号及び国道３７１号が重複し、平成２２年の道路交通

センサスによる交通量はそれぞれ一日当たり約１万９,０００台、１万６,０００

台で、現状は混雑している状況です。今後、４車線の都市計画道路大阪河内長

野線が整備されると、２車線の現道とあわせて６車線となり、南北方向の断面

交通量は一日当たり約５万３,０００台と予測され、合計６車線の交通容量に対

して十分満足するため、本路線の交通処理機能の必要性は低いものと考えてお

ります。 

また、本路線が重複する現道は、歩道が一部未整備の区間がありますが、今

後都市計画事業により拡幅することもないため、事業の実現性も低いものと考

えております。このため、本路線については、全線廃止としております。 

次に、都市計画道路長野富田林線は、近鉄長野線汐ノ宮駅付近から河内長野



平成24年度第2回大阪府都市計画審議会会議録 

12 

駅付近までの延長約１,９４０メートル、幅員１１メートル、２車線で昭和３１

年に計画された路線であります。本路線は、旧国道１７０号と重複し、平成１

７年と２２年の道路交通センサスにおける交通量は、ともに一日当たり約   

９,０００台で、現状の交通容量に照らしても交通処理機能の必要性は低いもの

と評価しております。 

また、本路線は都市計画上の２車線が既に確保され、計画幅員に対して歩道

幅員が不足いたしますが、今後、都市計画事業により拡幅することもないため、

事業の実現性も低いものと考えております。このため、本路線については、全

線廃止としております。 

以上の２路線をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、南北方

向の広域的なネットワークで交通処理が可能であり、その必要性は低く、全区

間が市街化区域に位置しているため、交通安全機能等の諸機能について評価し

た結果、歩道空間が確保されていない区間があるため、交通安全機能の必要性

はあるものの、３０年以内に都市計画事業として着手見込みがないことから、

事業の実現性は低いと評価しております。このため、交通安全機能について、

再検討した結果、都市計画の必要性は著しく高くないと評価し、全線廃止する

ものでございます。 

この案件について地元説明会を開催し、変更内容について説明を行いました。

また、昨年１０月２６日に公聴会を開催し、１名の公述がありました。さらに、

昨年１２月１３日から２７日までの２週間、案の縦覧を行いましたところ、意

見書の提出はございませんでした。 

公聴会における公述の要旨につきましては、お配りしております資料３に記

載しております。公述の要旨と大阪府の見解は次のとおりです。 

１点目として、長野富田林線の全線廃止の案に対して、要望として一部の見

直しをやっていただきたい。用地確保が困難な場合は、側溝を覆うことや、一

部電柱の地中化を図ることも可能である。 

昭和４７年以降、周辺に大規模な団地が開発され、加えて関西空港の開港、

団地と大阪外環状線を結ぶ向野バイパスの開通による迂回車が非常に増えてい

る。また、沿線企業の業容拡大があり、本社、工場も増築されて人員が増え、

出入りの車、大型車も同時に増えており、人口、交通量は特に向野バイパスと
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河内長野駅前間は多くなっている。 

当該地は河内長野市の中心市街地であり、南海、近鉄河内長野駅前を経由す

る幹線道路にも関わらず、幅員が狭く、歩道がない。従って、従来からバスや

トラック等の行き違いに際しては、歩行者が足の踏み場に苦労し、乳母車や車

いすの通行は困難を極めている状況下にあり、ますます交通安全面の危険度は

増加しているのが現状である。少なくとも、全線の廃止はやむを得ないと思う

が、一番交通量が多く、危険度の高い河内長野駅前から向野バイパス間につい

て、現場を再調査して、交通安全、防災機能面から近代都市の街づくりの最低

必須事項として、歩道の確保・新設を要望する。 

これに対する大阪府の見解は、平成２３年度３月に策定した「都市計画(道路)

見直しの基本方針」に基づき評価を行いましたところ、本路線は重複する(旧)

国道１７０号において、都市計画で定められた２車線が確保されていることか

ら、交通処理機能の必要性は低く、また、歩道が未整備のため交通安全機能の

必要性はありますが、今後、都市計画幅員８メートルおよび１１メートルで都

市計画事業による拡幅は予定しておらず、既に沿道には住宅や工場が建ち並ん

でいることから、事業の実現性は低いと評価し、廃止するものであります。ご

指摘の河内長野駅から向野バイパス間の歩道未整備区間の対応につきまして

は、道路管理者として地元、河内長野市と現道対策について調整してまいりた

いと考えております。 

２点目として、そもそも計画決定には目的があり、それに沿って計画され、

実行し検証されるべきである。計画決定が昭和３１年になされ、実施予定時期

がその間に決められていると思うが、今日までのプロセスについて、計画の目

的、内容、実行の検討、不可と至った具体的な理由を聞きたい。 

これに対する大阪府の見解は、当初の都市計画の目的としては、市域の根幹

となる重要な道路について全面的改良を加える必要があったため、現道を拡幅

する計画とされたものであります。これまで、事業費の制約等により、都市計

画事業として、計画幅員による整備は行っておりませんが、現道の（旧）国道

１７０号の交通安全対策として、河内長野市が地元と協議の上策定された「河

内長野市移動円滑化基本構想」に基づき、菊水町付近の南海高野線の高架下に

歩道を設置するとともに、高架下から河内長野駅前付近までの区間で側溝改修
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を行っております。 

３点目として、本都市計画道路の変更案についての市民説明会に関して、向

野のマンション、アメニティの方々に対し周知を行ったか。 

これに対する大阪府の見解は、平成２４年９月２３日、２５日の地元説明会

の開催については、広報かわちながの９月号や当広報を掲載した市のホームペ

ージで広く市民に周知しております。以上が公聴会での公述及びこれに対する

大阪府の見解でございます。説明は以上です。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本議案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんか。それでは、無いようですので、

表決に入ります。議第３４６号を原案どおり承認することにつきまして、ご異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   ご異議が無いようですので、原案どおり可決い

たします。それでは、次にご審議いただきますのは、議第３４７号です。その

内容について、幹事に説明をさせます。 

 

 

６ 議第３４７号「南部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【幹事】（川上隆君）   議第３４７号「南部大阪都市計画道路の変更」に

ついて、ご説明いたします。議案書１７ページから１９ページ、資料１７ペー

ジから２０ページをご覧ください。 

本案件は、藤井寺市域における都市計画道路堺大和高田線ほか２路線の見直

しに関するものでございます。 

都市計画道路堺大和高田線は、柏原市界から羽曳野市界までの延長約   

３,２６０メートル、幅員１６メートル、２車線で昭和３９年に計画された路線

であります。本路線は、府道堺大和高田線と重複し、平成２２年の道路交通セ

ンサスによる交通量は一日当たり約１万３,０００台で、現状の交通容量に照ら

しても問題なく、また、平成１７年の交通容量と比較しても約２４パーセント

減少している状況です。 
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このため、交通処理機能としては、将来交通量の減少傾向を考慮し、現道で

の交通処理が可能と考えられ、その必要性は低いものと評価しております。ま

た、本路線の大阪外環状線から旧大阪中央環状線までの区間は、既に整備され

ておりますが、その他の区間は、未整備となっております。このうち、西側の

羽曳野市界から旧大阪中央環状線までの区間については、藤井寺駅のアクセス

機能を有し、まちづくりや安全対策の観点から、必要性が高いものと評価して

おります。 

また、東側の大阪外環状線から柏原市界までの延長約１,５１０メートルの区

間については、都市計画上の２車線が既に確保され、計画幅員に対して歩道幅

員が不足いたしますが、両側に歩道がおおむね確保されています。このため、

今後、都市計画事業で、歩道の充実を目的とした計画幅員での拡幅の必要性が

低いことから、廃止としております。 

次に、都市計画道路津堂藤井寺線は、八尾市界から都市計画道路古室春日丘

線までの延長約２,２００メートル、幅員１２メートル、２車線で昭和３９年に

計画された路線であります。本路線は、府道（旧）大阪中央環状線及び府道大

阪羽曳野線と重複し、平成２２年の道路交通センサスによる交通量は一日当た

り約１万１ ,０００台で、現状の交通容量に照らしても問題なく、また、平成  

１７年の交通量と比較しても約４０パーセント減少している状況です。このた

め、交通処理機能としては、将来交通量の減少傾向を考慮し、現道での交通処

理が可能と考えられ、その必要性は低いものと評価しております。 

また、本路線は都市計画上の２車線が既に確保され、計画幅員に対して歩道

幅員が不足いたしますが、全線にわたり片側に歩道がおおむね確保されている

ものであります。このため、今後、都市計画事業で歩道の充実を目的とした計

画幅員での拡幅の必要性が低いことから、全線廃止としております。 

次に、都市計画道路北条道明寺線は、柏原市界から羽曳野市界までの延長約

２,２３０メートル、幅員１２メートル、２車線で昭和３９年に計画された路線

であります。本路線は旧国道１７０号と重複し、平成２２年の道路交通センサ

スによる交通量は一日当たり約８,０００台で、現状の交通容量に照らしても問

題なく、また、平成１７年の交通量と比較しても約１３パーセント減少してい

る状況です。このため、交通処理機能としては、将来交通量の減少傾向を考慮
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し、現道での交通処理が可能と考えられ、その必要性は低いものと評価してお

ります。 

 また、本路線は都市計画上の２車線が既に確保され、計画幅員に対して歩道

幅員が不足いたしますが、両側に歩道がおおむね確保されています。このため、

今後、都市計画事業で歩道の充実を目的とした計画幅員での拡幅の必要性が低

いことから、全線廃止としております。 

以上の３路線をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、現道で

交通処理が可能であり、その必要性が低く、全区間が市街化区域に位置してい

るため、交通安全機能等の諸機能について評価した結果、その必要性が低いこ

とから廃止としております。以上により、各路線の変更内容については、堺大

和高田線は、計画延長を約３ ,２６０メートルから約１ ,７５０メートルに変更

し、津堂藤井寺線及び北条道明寺線については、全線廃止するものであります。 

この案件について地元説明会を開催し、変更内容について説明を行いました。

また、公聴会での公述の申出及び案の縦覧に対し、意見書の提出はございませ

んでした。説明は以上です。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本議案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんか。ご質問が無いようですので、そ

れでは、表決に入ります。議第３４７号を原案どおり承認することにつきまし

て、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   ご異議が無いようですので、原案どおり可決い

たします。次にご審議いただきますのは、議第３４８号です。その内容につい

て、幹事に説明をさせます。 

 

 

７ 議第３４８号「南部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【幹事】（川上隆君）   議第３４８号「南部大阪都市計画道路の変更」に

ついて、ご説明いたします。議案書２１ページから２３ページ、資料２１ペー

ジから２４ページをご覧ください。 
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本案件は、大阪狭山市域における都市計画道路狭山環状線ほか１路線の見直

しに関するものでございます。 

大阪狭山市域における南北方向の広域的な断面交通量について確認いたしま

すと、国道３１０号及び府道河内長野美原線の平成２２年の道路交通センサス

による交通量は、それぞれ一日当たり約１万９,０００台、１万１,０００台で、

現状は混雑している状況です。今後、４車線の都市計画道路大阪河内長野線が

整備されますと、２車線の現道とあわせて６車線となり、南北方向の断面交通

量は、一日当たり約５万２,０００台と予測され、合計６車線の交通容量に対し

て、十分満足しているものと考えております。この広域的な交通状況を踏まえ、

各路線について内容を説明いたします。 

都市計画道路狭山環状線は、都市計画道路金剛駅前線から都市計画道路狭山

駅前線までの延長約２,７５０メートル、幅員１６メートル、２車線で昭和３９

年に計画された路線であります。本路線は、府道森屋狭山線から南側の区間は

既に整備されておりますが、北側の区間は未整備となっております。このうち、

都市計画道路狭山駅前線から都市計画道路大阪河内長野線までの区間は狭山駅

へのアクセス機能を有し、まちづくりや安全対策の観点から、必要性が高いと

評価しております。 

また、都市計画道路狭山公園線から府道森屋狭山線までの区間については、

大阪狭山市駅と金剛駅をつなぐ路線で、大阪狭山市として必要性が高いものと

評価しております。残りの都市計画道路大阪河内長野線から都市計画道路狭山

公園線までの未着手区間については、現道もなく、市街化区域に位置しており

ますが、周辺は既に住宅地が形成されているため、市街地形成機能等の必要性

が低いことから、廃止としております。 

次に、都市計画道路狭山三日市線は、都市計画道路大阪河内長野線から河内

長野市界までの延長約５７０メートル、幅員２０メートル、２車線で、昭和  

３９年に計画された路線であります。本路線は、国道３１０号と重複し、都市

計画上の２車線が既に確保され、計画幅員に対して歩道幅員が不足いたします

が、両側に歩道がおおむね確保されており、このため、都市計画事業で歩道の

充実を目的とした計画幅員での拡幅の必要性が低いことから、全線廃止として

おります。 
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以上の２路線をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、南北方

向の広域的ネットワークでの交通処理が可能であり、その必要性は低く、全区

間が市街化区域に位置しているため、市街地形成機能及び交通安全機能等の諸

機能について評価した結果、その必要性が低いことから、廃止としております。 

以上により、狭山環状線については、計画延長約２,７５０メートルのうち、

都市計画道路大阪河内長野線から都市計画道路狭山公園線までの約１,１５０メ

ートル区間を廃止し、都市計画道路狭山駅前線から都市計画道路大阪河内長野

線までの７７０メートルの区間については池尻中自由丘線に、都市計画道路狭

山公園線から都市計画道路金剛駅前線までの８３０メートルの区間については

半田狭山線にそれぞれ名称を変更し、狭山三日市線については、全線廃止する

ものであります。 

この案件について地元説明会を開催し、変更内容について説明を行いました。

また、公聴会での公述の申出及び案の縦覧に対し、意見書の提出はございませ

んでした。説明は以上でございます。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本義案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんか。それでは、無いようですので、

表決に入ります。議第３４８号を原案どおり承認することについて、ご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   ご異議が無いようですので、原案どおり可決い

たします。

 

 

 

 

 

 

 




